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江戸川区でも私が子どもの頃の昭和 30

年代は、家の周りには田んぼや畑が広がり、

緑がある景色が当たり前で、今より四季がは

っきりと感じられました。冬は寒く、12 月

から氷が張り、空っ風が吹き、寒さが身にし

みました。4 月から 5 月、田んぼに水が張

ると稲苗が植えらました。畑では野菜の苗が

植えら、夏から秋は収穫や稲刈りをする姿が

見られました。蓮田では、腰まで水に浸かり、

収穫する姿が見られ、手作業の時代でした。

そのようなこともあり、自然に作物の生長を

学校の登下校や日常生活の中で見て成長し、

私は今でも植物栽培が好きで、常に何かを育

てています。 

我が家では時々、大根や人参のヘタを皿に

水を張って置いておきます。何日か経つと新

しい芽が出てきます。その芽は料理のアクセ

ントに使え、食べる事も・・・。緑が少しあ

るだけで、癒し効果があります。興味を持た

れたら、苗を買って育てる。種からも育てて

みて、少しずつ生長を楽しむことも良いと思

います。野菜等の栽培には培養土、水やり、

肥料、害虫駆除も必要ですが、失敗しても先

ずはチャレンジ。できれば子どもたちも巻き

込むことも良いと思います。収穫した野菜が

少々見てくれが悪くても食卓にのったとき

は感動します。もしかしたら野菜の好き嫌い

も減るかもしれません。手をかければかける

ほど、その植物に愛着が湧いてきます。双葉

が出て、つぼみがつき、花が咲き、実がつい

たときの感動は忘れられません。花の香りを

かぐことで、心が穏やかになったり、明るく

なったりします。この感動を家族で共有して

ください。忙しく働いている人、ストレスを

感じている人こそ、植物に接してほしいと思

います。そして植物栽培が家族の絆を強くし

てくれると思います。 

また、緑に興味を持つことは、地球温暖化、

環境破壊についても関心が向くと思います。

草原が、林が、森が地球上の生物にとってか

けがえのないものであるということも小さ

な一鉢の植物からも感じ取ってもらえれば

と思います。 
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新規採用職員就業前説明会を 2

月 25 日に行いました。田澤理事長

から心温まる言葉をいただき、これ

から始まる子ども達や保護者のみ

なさま、職員との出会いが楽しみに

なった様子でした。研修では法人基

本理念や保育士としての心構えな

どを学び、職員同士のディスカッシ

ョンを行うことで笑顔が見られ、仲

間の輪を広げることができました。 

4 月より 44 名の新規採用職員

を迎えます。職員一同、おひさま保育園の子どもたち、保護者の皆様、地域の皆様のため、

よりよい保育を実践してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

園庭にある

イチジクの木

にたくさんの

実がなり始め

た6月の初旬、

初めて区立新

田第二保育園

を訪れました。

この4月に開園する新田おひさま保育園。

法人が運営する 22番目の保育園です。 

園周辺には左近川や緑道があり、自然が

豊かな新田住宅の一階に保育園はありま

す。子ども達が思い切り走ることが出来る

園庭や雨が降っても十分遊べる広さのテ

ラスがあり、保育をするには、とても恵ま

れた環境であることに心が弾みました。初

めての訪問日に一番楽しみにしていたの

は、新しい出会いがあることでした。区立 

の先生方と初めてお会いした園内は、

穏やかで温かい空気が流れているのを

感じ、緊張が一気に安心感に変わった

のを今でも覚えています。 

民営化の引き継ぎでは、たくさんの

人の思いに触れることになります。そ

の思いが詰まったバトンを大事に受け

継ぎ、新田おひさま保育園に関わる全

ての人が心地よく過ごせる環境を整え

ていきたいと思います。また、区立の

用務の方が園庭に彩り豊かな花を咲か

せていたように、子ども達一人ひとり

が、表情豊かに色鮮やかな花を咲かせ、

「ありがとうの花」がたくさん咲く園

作りを目指したいと思います。 

仮称新田おひさま保育園 

藤ノ木 博子 

オリエンテーションを行いました 

 平成 31 年度民営化園園長予定者挨拶 
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 元気の源は食事。十分にバランスのと

れた食事が一番です。1日に必要な栄養

味噌つくり 

今年も全園の４歳児対象に味噌つくりをし

ました。エプロン・三角巾に身を包み、みん

な準備万端！味噌つくりの説明に耳を傾けて

いました。説明が終わるといよいよ味噌つく

りのスタート！あらかじめ茹でてある大豆を

みんな真剣に袋をモミモミ。とっても上手に

豆を潰すことが出来ました。塩と麹を混ぜた

ら、出来上がり。半年後には、きっとおいし

い味噌になっていることでしょう。 

次は出来上がったら、みんなで味噌汁つくり

です。楽しみですね！ 

 

いっぱいのお味噌汁を食べよう！！ 

1 日のスタートに大切な朝ごはん。朝からた

くさんの野菜を食べることは大変ですよね。で

も味噌汁なら簡単に野菜不足が解消できます。

晩ご飯の用意をする時に少し多めに野菜を切

ったり、だしに使う昆布を水につけておいて朝はお鍋にかけるだけで美味しいだしので

きあがりです。野菜やきのこはあらかじめ切っておき、ジッパー付きの袋に入れて冷凍

保存もできます。 

温かいお味噌汁を食べて、元気に過ごしましょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより 

【材料】 

大根：100ｇ 

人参：20ｇ 

きゃべつ：葉 2枚 

長ねぎ：15ｇ 

豆腐 1/4 丁 

味噌：大さじ 1と 1/2 

かつお節：25ｇ 

水：3カップ 

【作り方】 

①鍋に水を入れて沸騰したらかつお節を入れる。 

②約１分加熱後、火を止め３分ほどおく。かつお節 

が下に沈むまで待ち、こす。 

③作っただし汁に大根・人参（いちょう切）・きゃべつ 

（ざく切）・豆腐（さいの目切）を入れて煮る。 

④具材に火が通ったら一度火を止めます。味噌を溶き 

入れ、煮立たせないように注意しながら火を入れる。 

⑤沸騰する直前に長ねぎ（小口切）を加え、火を止める。 

 

【大人 2 人分 子ども 2人分】 

こちらではだしはかつお節を使った味噌汁をご紹介します。 

https://3.bp.blogspot.com/-DVesu5jkbJY/V-SzHXVJrVI/AAAAAAAA-D8/S2GvFrXsOvMT7IwOjZHsa2VM83Q9LZSVACLcB/s800/syokuji_girl.png
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リレー随筆 
 

先日、24 名の子どもた

ちが卒園式でケーキ屋さ

ん、バスの運転手等、様々

な将来の夢を発表しまし

た。目標を持ち、前に進む

子ども達を見て頼もしく

成長したと胸が熱くなりました。 

私の小さい頃の夢は、保育士と歌のお姉さん

になることでした。今ではその夢が叶い、嬉し

く思います。保育士としてクラスを任されてい

た時は、歌のお姉さんになりきり歌や手遊びを

行い、子ども達と一緒にワクワクしながら保育

をしていました。子ども達に“次は何をしてく

れるの？”といった顔で見つめられるとつい、

張り切ってしまいました。保育士、主任、園長

となり、今振り返ると様々な人との出会いの中

で、喜びを感じ、時に悩み、教えられ学ばせて

いただき、今があると感じています。園長にな

り悩み苦しい時もありましたが、そんな時に、

ある人から“苦しい時こそ笑顔で…。笑顔は人

を幸せにするよ！”と言われ、心の中で悩んで

いても笑顔でいると子ども達、保護者、職員の

笑顔が倍になって返ってきたことがあり、ほっ

とさせられました。“笑顔って魔法みたい！”

と…。それからは、笑顔を忘れずと思って過ご

しています。 

最近、子ども達から「園長先生の大きくなっ

たらの夢は何？」と聞かれ、新たな夢は「笑顔

の可愛いおばあちゃん！」と答えると、「え！

おばあちゃん！」と笑いが起こりました。これ

からも笑顔を忘れず、一歩一歩子ども達と一緒

に歩んでいきたいと思います。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成最後の法人誌「おひさま」となりました。次の年号も社会福祉法人えどがわの情報をみなさまに

お届けしていきたいと思います。引き続きよろしくお願いいたします。             編集委員 

松江おひさま保育園 

園長 海老沢 育子 

保護者のみなさまの声 

うちの子は、保育園の先生方にそだててもらったという意識が強くあります。預けるだけというよ

り、一緒に育ててもらうパートナーのような存在でした。入園前に公園で声を掛けてくれた時には

既に顔を覚えていてくれ歓迎してもらえていると感じ、安心して預け始めることができました。最

近では、保育園で覚えたお手伝いを家でも任せて大丈夫になりました。お風呂や布団で友だちとし

た明日の約束や先生から聞いた予定等、楽しそうに話してくれる姿に成長を感じます。そしてもう

すぐお別れだと、少し寂しそうに話します。この子がこれだけ保育園と友だちが好きだと転園前の

今、改めて感じています。本当にありがとうございました。     北葛西おひさま保育園より                

子どもが入園した年がおひさま保育園に引継ぎの年でした。子どもを保育園に預けることでさえ不

安を感じ、先生方が総入れ替えになることに更に不安を感じたことを思い出します。説明会で園長

先生が保護者の不安に共感してくださり、在園児の負担にならないように引継ぎをするという言葉

を聞き、安心と好感を抱きました。いつのまにか子どもが出来ることが増えている毎日。スプーン

の持ち方から友だちとの関わり方まで親が教えるより園で教わることがほとんどです。子どもの気

持を尊重し、個性にあった対応をしてくださる先生方に恵まれ、安心して子どもをお願いすること

ができました。園の行事を楽しみに登園する子ども、行事に参加する子どもの姿を見せて頂くたび

に先生方の行事に込められた想いと子どもを見守る姿に温かみを感じることができます。子どもの

成長を共に喜び、働く母親を理解してくださる先生方がいる園に通うことができて、子どもも自分

も幸せだと思います。                      中葛西おひさま保育園より 

 


